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2016年4月16日1時25分に熊本県を震源とするMJMA7.3の熊本地震が発生し, 約32秒後に大分県の由布を震源

とするMJMA5.7の地震を誘発した。誘発地震発生後1ヶ月以内に, 大分県由布から別府湾にかけて, 誘発地震の余

震と考えられるMJMA3.6からMJMA5.4のイベントが4回発生した（図1）。我々はこれらの余震のうち規模の大

きい2つのイベント：2016年4月16日7時11分（event1, MJMA5.4）, 4月29日15時9分（event2, MJMA4.5）の

強震波形記録に3次元構造モデルを用いたCMTインバージョンを適用した（小割・他, 2018, JpGU）。本研究

では, 先の2つのイベントの再解析の他に, 残り2つのイベント：2016年4月16日8時27分（event3, MJMA

3.7）, 同日23時26分（event4, MJMA3.6）の解析を行い, 地震の位置, 規模, 震源メカニズムを推定する。イン

バージョンにはOkamoto et al.（2017）のコード, グリーン関数の計算には陸上・海底地形を考慮できる

Nakamura et al.（2012）の3次元差分法コードを用いる（計算領域は, 図2 a）。このとき3次元構造モデルに

は, 地震基盤より上は地形とともに3次元地盤構造モデル（吉見・他, 2017）, 地震基盤より下は地震調査研究

推進本部の全国1次地下構造モデル（暫定版）を使用する（図2 b）。本研究で使用した波形データは, 気象庁

の震度観測計と防災科学技術研究所のK-NETとKiK-netの観測点で記録された加速度波形を積分した速度波形の

うち, 3点以上の観測点（×3成分）の波形を使用した。小割・他（2018, JpGU）では帯域を一律周期10秒から

30秒としたが, 本研究で対象としたイベントは規模が小さいことを考慮して, 周期数秒のより短周期の成分まで

インバージョンに含めた。 

ここで, 結果の例として, event3（4月16日8時27分のMJMA3.7のイベント）の結果を記す。帯域は周期4秒から

30秒を用い, 観測記録は別府市鶴見（気象庁）, 別府市天間（同）, 湯布院（OIT009, K-NET）の3観測点を用

いた。セントロイドの位置は, 気象庁一元化震源の震央位置より南西方向約2 kmで, 海水準からの深さ2

km（地表面からの深さ2.5 km）と求まった。セントロイドの深さは, 気象庁一元化震源（7.0 km）, F-net

CMT（5 km）と比較して浅い。この地域は火山の影響で地震発生層の下限が非常に浅いと考えられている

（例えば Matsumoto et al., 2016, EPS）ことと整合的である。この地震の規模はMW3.8と推定された。発表

ではこの他のイベントの結果も示し, これらの地震の発生位置, 震源メカニズムや周辺の断層分布の関係から,

応力場及び誘発地震のメカニズムについて議論する。 
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